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投資事業評価調書（継続：再評価〔第３回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 
道路街路課長 神山 泰 
（県道班長 高田 隆史） 

内

線 

4362 

(4376) 
 

事業種目 道 路 新規評価年度 平成 12(2000)年度  現計画 前回評価時点 

事業名 

道路改築事業 

一般県道 

広畑
ひろはた

青山
あおやま

線 

事業採択年度 平成 13(2001)年度 総事業費 147 億円 105 億円

着工年度 平成17(2005)年度 内用地補償費 40 億円 40 億円

再評価年度 平成27(2015)年度 完成予定年度 令和 7(2025)年度 令和 5(2023)年度 

事業区間 姫路市
ひ め じ し

広畑区
ひ ろ はた く

才
さい

～西蒲田
に し かま た

 

進 捗 率 
(内用補進捗率) 

54％

（99％）

46％

（82％）

残事業費 67億円 57億円

事業の目的 事業内容（ ）：前回評価時点 
本路線は、国道 250 号を起点とし国道 2 号に至る姫路市西

部地域の南北幹線道路であり、中播磨地域における産業活動

及び地域交流を支える重要な路線である。 

○円滑な交通の確保 

 4 車線整備を行い、慢性的な交通混雑を解消し、円滑な交

通を確保する。 

○交通渋滞の解消 

バイパス整備により、交通が集中する交差点から交通を

転換させることで交通渋滞の解消を図る。 

○経済活動の支援 

姫路港広畑地区等播磨臨海部と重要物流道路である国道

2 号のアクセスを強化することで、地域の経済活動を支え

る。 

【延   長】  道路改築 2,300m 
【構造規格】  第 4 種第 1 級 
【幅  員】 
計画：4車線  両側歩道 3.0m  

両側自転車道2.5m 
車道13.0m        〔全幅28.0m〕 

現況：2車線   両側自歩道3.5m  
車道6.0m         〔全幅16.0m〕 

【計画交通量】35,800 台/日〔R12 年予測〕 
   （37,800 台/日〔R12 年予測〕） 

【現況交通量】19,528 台/日〔H27 ｾﾝｻｽ〕 
       （20,446 台/日〔H22 ｾﾝｻｽ〕）  

【負担割合】国50％、県50％ 

事業を取り巻く 

社会経済情勢 

等の変化 

①姫路港広畑地区では、民間企業が新たな工場を建設し、取扱貨物量が増加している。また、隣

接する網干沖地区では埋立が進み、近い将来には11haの工場用地が新たに竣工し、さらなる企

業進出が見込まれる。これを踏まえ、物流機能の強化のため、公共ふ頭の整備や臨港道路の整備

が計画されている。 
【前回評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 

①地質調査の結果による地下水対策の追加や鉄道仮橋の施工方法の変更に伴い長期間夜間作業

が必要となったことによる安全対策や防音対策の増加等により、工事費を約34億円増額する。

②埋蔵文化財本発掘調査の追加等により、調査測量費を約8億円増額する。 

③用地買収に時間を要したことによる鉄道交差部の着手の遅れおよび鉄道委託工事に長時間を

要するため、完了予定年度を令和7(2025)年度に変更する。 

進捗状況 
①進捗率は事業費ベースで 54％、用地取得で 99％（令和 2(2020)年度末予定）。 

②令和元(2019)年度より JR 立体交差部に着手。 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び

対応方針 
(H27年度再評価) 

【審査会意見】 継続妥当 
暫定2車線での供用を図るなど、段階的にでも

事業効果の早期発現に努められたい。 

【対応方針】 
早期発現のため、令和2(2020)年度の暫定2車線供

用を予定。 

(１)必要性 ①現道は、慢性的な交通混雑（交通量：約20,000台/日、混雑度：1.6（H27センサス））が発生

しているため、4車線整備を行い円滑な交通を確保する。 

②朝夕を中心に｢八幡小学校前交差点｣及び｢京見橋西詰交差点」で渋滞（最大600ｍ）が発生して

いるため、バイパス整備により、交通渋滞の解消を図る。 

③姫路港広畑地区等播磨臨海部と重要物流道路である国道2号のアクセスを強化することで、地

域の経済活動を支える。 
(２)有効性 

  ・効率性 
(執行環境状況） 

①事業完了後の現道の管理引継について、姫路市と協議が整っている。 

②播磨臨海部との物流の効率化が図られるため、沿線企業から早期整備が期待されている。 

③費用便益比Ｂ/Ｃ＝2.4(全体)（前回評価時点Ｂ/Ｃ＝4.5）、Ｂ/Ｃ＝6.5(残事業) 

(３)環境適合性 ①車道舗装を排水性舗装とし、交通による騒音を低減し、沿道環境に与える影響を軽減する。 

②歩道舗装には、雨水が地中に浸透する透水性舗装を採用し、地下水涵養を図る。 

(４)優先性 ①「地域の防災道路強靱化プラン」に位置付けており、災害に強い強靱な県土づくりを進める上

でも早期整備が必要である 
②「渋滞交差点解消プログラム」に位置づけており、日常生活を支える社会基盤を充実させるた

め、本路線の早期整備が必要 
再評価の 

結果 
継続 左の理

由 
事業の必要性・有効性等は事業採択時と変わっておらず、当該区間の早期供用を望む地元の

声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。 

【評価調書様式３】 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第３回〕） 

事業名 道路事業 路線・河川名 一般県道 広畑青山線 

 

 

 

 

 

 

 事業進捗状況・予定 整備効果 

全体 

(H13(2001)～

R7(2025)) 

【事業費＝147 億円】 

 延長 2,300m 

用地 約 76,000m2  

    トンネル 2箇所、JR アンダーパス 1箇所 

 

前回再評価まで 

(実績) 

【事業費＝48億円】 

事業進捗率46％(用地進捗率82%) 
①用地：約66,000m2(面積ﾍﾞｰｽ進捗率87%) 
②トンネル１箇所着手 

 

過去 

５年間 

(H28(2016)～

R2(2020)) 

【事業費＝32億円】 

事業進捗率 54％(用地進捗率 99%) 

①用地：約 74,500m2(面積ﾍﾞｰｽ進捗率 99%) 

②トンネル１箇所 完成 

③ＪＲアンダーパス 着手 

 

今後 5年間 

(予定) 

(R3(2021)～

R7(2025)) 

【事業費＝67億円】 

①令和 5(2023)年度 暫定 2車線供用予定 

②令和 7(2025)年度 全線供用予定 

①交通混雑解消 

②渋滞解消 

③姫路港広畑地区等播磨臨

海部へのアクセス強化 

 

 

 

 

 



道路事業 一般県道 広畑青山線

事業区間 ： 姫路市広畑区才～西蒲田
総事業費 ： 147億円
内用地補償費 ： 40億円
事業期間 ： Ｈ13 ～ Ｒ7
事業概要 ： バイパス
延 長 ： 2,300m

費用便益比B/C：2.4(全体) 6.5(残事業)

事業概要

目 的

①円滑な交通の確保
②交通渋滞の解消
③経済活動の支援
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：市道
：公共施設、学校等
：交通量調査地点
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• 現道は、慢性的な交通混雑（交通量：約20,000台/日、混雑度：1.6（H27センサス））が発生しているため、4車線整備を
行い円滑な交通を確保する。

• 朝夕を中心に｢八幡小学校前交差点｣及び｢京見橋西詰交差点」で渋滞（最大600ｍ）が発生しているため、バイパス整
備により、交通渋滞の解消を図る。

• 姫路港広畑地区等播磨臨海部と重要物流道路である国道2号のアクセスを強化することで、地域の経済活動を支える。

① 渋滞状況（京見橋西詰交差点）

平 面 図

現況写真

② 姫路港広畑地区の取扱貨物量

事業の必要性・優先性

京見橋西詰交差点

事業区間 10年間で約1.3倍に増加

①

至 姫路港広畑港区

今後の整備予定

広畑地区

広畑地区

網干沖地区

竣工予定11ha

４



① トンネル建設工事状況

現況写真進捗状況

（一）和久今宿線

（国）2号
姫路ﾊﾞｲﾊﾟｽ（一）和久今宿線

② 鉄道交差工事状況
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事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益比（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

①走行時間短縮便益
目的地までにかかる時間が短くなることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用
走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益
交通の流れがスムーズになり燃費などが向上することに
よる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費
走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日

③交通事故減少便益
交通事故が減少することによる便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額
事故損失額：Σ〔交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕

事業 事業名

Ｂ(便益) Ｃ(費用)
Ｂ／Ｃ便益額

(百万円)
代表的な
効果

総費用 事業費 維持管理費

(百万円) (百万円) (百万円)

道路 一般県道
広畑青山線

全
体
事
業
費

①走行時間短縮便益 ３２，０６０

時間短縮：
１１.９分
→ ６.０分
計画交通量：
３５,８００台/日

１５,６９０ １５，４８０ ２１０ ２．４
②走行経費減少便益 ３，５５０

③交通事故減少便益 １，７９０

計 ３７，４００

残
事
業
費

①走行時間短縮便益 ３２，０６０
時間短縮：
１１.９分
→ ６.０分
計画交通量：
３５,８００台/日

５，７１０ ５，５１０ ２１０ ６．５
②走行経費減少便益 ３，５５０

③交通事故減少便益 １，７９０

計 ３７，４００

６



（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

①安全･安心の確保
（災害時）

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保（※緊
急輸送道路の整備、防災拠点・災害拠点病院へ
のアクセス道路の整備）

○
緊急輸送道路から避難場所となる中学校への
アクセスルートの確保

①安全･安心の確保
（災害時）

救助・救援活動の支援
（※災害時の通行不能や孤立集落の解消）

－

①安全･安心の確保
（災害時）

減災対策への取り組み
（※二線堤道路、避難路・避難場所としての機能、
延焼防止機能の確保）

－

①安全･安心の確保
（平時）

救急医療体制の支援 －

①安全･安心の確保
（平時）

交通安全対策 ○
歩道および自転車道の整備による歩行者・自転
車の安全性確保

②地域の活性化 地域間交流の促進 ○ 播磨臨海部からの広域的なｱｸｾｽの向上

②地域の活性化 中心市街地の活性化 ○
播磨臨海部と姫路市西部市街地の円滑な交通
の確保

②地域の活性化 地域産業の活性化 ○
播磨臨海部から国道2号姫路ﾊﾞｲﾊﾟｽのアクセス
機能の向上による広域的な産業の活性化

②地域の活性化 観光支援 －

②地域の活性化 地域プロジェクト等支援 －

③円滑な交通体系の確保
公共交通機関利用の促進
交通結節機能の向上

○
通過交通の転換による、路線バスの定時性確
保

④地域の環境改善
沿道環境の改善
景観形成

○
車道舗装を排水性舗装とし、交通による騒音を
低減
歩道舗装を透水性舗装とし、雨水を地下に涵養

要望状況等 播磨臨海部の物流の効率化が図られるため、沿線企業から早期整備が期待されている。

７


